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1. これまでの実績の推移（全社合計）
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二酸化炭素排出量 （kg-CO2 /年）
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環境配慮製品の割合 （%）
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2. 全社合計

全社取組において全ての項目において目標達成が出来ました。総括

項目（単位） 目標 実績 評価

内訳
基準

2022年
（53期）

2024年
（55期）

2025年
（56期）

2026年
（57期）

2024年
（55期）

二酸化炭素排出量（kg-CO2 /年）

総量（kg-CO2 /年） 1,586,353 1,669,760 1,660,454 1,652,147 1,468,810

総量において
目標達成

生産量あたり
において
目標未達

○

内訳
購入電力（kg-CO2 /年） 1,301,496

‒5.3%
削減

‒4.7%
削減

‒4.1%
削減

1,131,660

化石燃料（kg-CO2 /年） 284,857 337,150

基準に対する削減率（%） ─ 7.4%

生産量（販売量）（t） 62,488 53,319

生産量あたり（kg-CO2 /年） 25 27.5 

基準に対する削減率（%） ─ ‒8.5%

廃棄物排出量（t /年）

総量（t /年） 83.00 75.32 70.27 66.04 68.0 総量において
目標達成

生産量あたり
において
目標未達

○
基準に対する削減率（%） ─

10.1%
削減

16.2%
削減

21.2%
削減

18.1%

生産量（販売量）（t） 62,488 53,319

生産量あたり（t / t） 0.0013 0.0013

基準に対する削減率（%） ─ 4.0%

総排水量（m3/年）

総量（m3/年） 5,673 5,976 5,971 5,966 4,466 総量において
目標達成

生産量あたり
において
目標未達

○
基準に対する削減率（%） ─

10.1%
削減

10.2%
削減

10.3%
削減

21.3%

生産量（販売量）（t） 62,488 53,319

生産量あたり（m3/t） 0.091 0.084 

基準に対する削減率（%） ─ 7.7%

化学物質使用量（t / t）

総量（t/年） 256

生産量あたりの接着剤の使用量を維持

225

目標達成 ◎3工場生産量（t） 29,246 27,243

生産量あたり使用量（t / t） 0.009 0.008 

グリーン購入（件/年） 件数（件/年） 28 28件以上 28件以上 28件以 28件 目標達成 ◎

環境配慮製品の割合（%）

木質建材（国産材）の生産量（m3/年） 5,618 木質建材生産において、国産材の使用割合を 11,432

目標達成 ◎木質建材全体の生産量（m3/年） 28,033 23.5%
以上

24.7%
以上

25.9%
以上

23,168

国産材使用割合（%） 20.0 49.3%

※二酸化炭素排出量算定の排出係数 ： 購入電力 2022年から関西電力0.434（kg-CO2 /kWh） 中国電力0.552（kg-CO2 /kWh） 北海道電力0.541（kg-CO2 /kWh） 九州電力0.475（kg-CO2 /kWh）を使用

活動の評価基準 ： ◎総量、生産量あたり共に目標達成　○総量、生産量あたりどちらかで目標達成　╳総量、生産量あたり共に目標未達

環
境
経
営
目
標
・
実
績
・
評
価

3
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項目 計画 実行 目標 内訳（単位）
基準

2022年
（53期）

2024年
（55期） 削減率 理由 活動の

評価 改善

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

購
入
電
力
削
減

▲ 生産性向上による
　購入電力の削減を図る
※本社・新住工場では二酸化炭素
　排出量における購入電力の
　割合が高く、購入電力の削減が
　最も大きな課題である

▲ 多品種少量生産に対応すべく
　切替時間の短縮を図る

16.3%
削減

購入電力（kWh） 828,654 669,542 19.2%

─
目標
達成
○

▲ 現状活動の維持
二酸化炭素排出量（kg-CO2） 359,635 290,583 19.2%

生産量（t） 10,819 9,794 ─

二酸化炭素排出量/生産量 33.2 29.7 10.7%

化
石
燃
料

使
用
量
削
減

▲ 「エコドライブ」を推進し、
　アイドリングストップに努める

▲ 省エネ運転の励行 16.3%
削減

二酸化炭素排出量（kg-CO2） 32,066 19,700 38.6%

─
目標
達成
◎

▲ 省エネ運転の励行生産量（t） 10,819 9,794 ─

二酸化炭素排出量 /生産量 2.96 2.01 32.1%

廃
棄
物
排
出
量
削
減

分
別
に
よ
る
再
資
源
化
の
推
進

▲ 廃棄物の分別・再資源化
　・ダンボール
　・鉄材
　・廃プラ

▲ 事務所関連廃棄物の削減
　・機密文書の再資源化

▲ ダンボールは分別し、
　古紙再生業者に引取実施

▲ 鉄材は再生業者へ持込

▲ 廃プラ圧縮し、リサイクル業者に
　持ち込む

▲ 輸入梱包材の木パレットを
　釘のない部分を切断し、再資源化

▲ 製造工程で発生する
　木材屑（プレナー屑等）は
　循環資源として再生利用

0.0%
削減

廃棄物
（t）

事務所（紙） 0 0 ─

※事務所の一般廃棄物の排出は
　非常に僅かの為算入していません

目標
達成
◎

▲ 現状活動の維持

工場（ダンボール） 0 0 ─

工場（鉄） 0 0 ─

廃プラ
18.71 10.3 44.9%

工場関連（その他）

廃棄物計（t） 18.71 10.3 44.9%

生産量（t） 10,819 9,794 ─

廃棄物量/生産量（t） 0.0017 0.0011 39.2%

総
排
水
量

削
減

▲ ボイラーの給水装置の改善

▲ 事務所節水の徹底

▲ ボイラーの燃料の木屑を
　再利用に回し、
　余分な蒸気を発生させない
　ようにする

21.5%
削減

総排水量（m3） 642 474 26.2%

─
目標
達成
○

▲ 現状活動の維持生産量（t） 10,819 9,794 ─

生産量あたり使用量（m3/t） 0.059 0.048 18.4%

化
学
物
質

使
用
量
削
減

▲ 接着剤の使用量を把握し、
　生産量あたりの
　接着剤の使用量を維持する

▲ 毎月の接着剤の購入量と
　在庫を管理

生産量あたり
の接着剤の
使用量を
維持する

総量（t /年） 0.3 0.0 ─

─
目標
達成
○

▲ 現状活動の維持生産量（t /年） 10,819 9,794 ─

生産量あたり使用量（t /t） 0.00003 0.00000 100.0%

グ
リ
ー
ン

購
入

▲ 環境配慮製品購入の推進

▲ 資材および物品購入時に
　環境配慮製品の購入を検討する 5件 件数（件/年） ─ 5件（以上） ─ ─

目標
達成
◎

▲ 認証木材購入の
　継続に努める

▲ 現状活動の維持

環
境
配
慮

製
品

▲ 木質建材生産量において、
　国産材の利用を推進する ─ ─

木質建材（国産材）の
生産量（m3/年） ─ ─ ─

─ ─

▲ 対象製品の生産は
　ありませんでした

木質建材全体の
生産量（m3/年） ─ ─ ─

国産材使用割合（%） ─ ─ ─

DOPLAN CHECK ACTION

3. 本社・新住工場
活動の評価基準 ： ◎総量、生産量あたり共に目標達成　○総量、生産量あたりどちらかで目標達成　╳総量、生産量あたり共に目標未達

環
境
経
営
目
標
・
実
績
・
評
価

3
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項目 計画 実行 目標 内訳（単位）
基準

2022年
（53期）

2024年
（55期） 削減率 理由 活動の

評価 改善

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

購
入
電
力
削
減

▲ 生産性向上による
　購入電力の削減を図る

▲ 電灯の効率利用を図る
※田原本工場では二酸化炭素
　排出量における購入電力の
　割合が高く、購入電力の削減が
　最も大きな課題である

▲ 機械の生産性を上げ、
　生産の効率化を図る

▲ 電灯の節電を実施
5.5%
削減

購入電力（kWh） 1,195,635 1,138,652 4.8%

▲ ウッドショックのために
　様々な材料を使用して
　ラミナの切削回数が
　増加しました

目標
未達
╳

▲ 現状活動の維持
二酸化炭素排出量（kg-CO2） 518,906 494,175 4.8%

生産量（t） 11,204 8,967 ─

二酸化炭素排出量/生産量 46.3 55.1 ‒19.0%

化
石
燃
料

使
用
量
削
減

▲ 「エコドライブ」を推進し、
　アイドリングストップに努める

▲ 省エネ運転を励行する

▲ 電気式フォークリフトの
　採用の検討

▲ 朝礼等での啓蒙

▲ フォークリフトに啓蒙表示
5.5%
削減

二酸化炭素排出量（kg-CO2） 28,178 26,907 4.5% ▲ 倉庫や天然乾燥場での
　フォークリフトの稼働が
　増加しました

目標
未達
╳

▲ 現状活動の維持生産量（t） 11,204 8,967 ─

二酸化炭素排出量/生産量 2.51 3.00 ‒19.3%

廃
棄
物
排
出
量
削
減

分
別
に
よ
る
再
資
源
化
の
推
進

▲ 廃棄物の分別・再資源化
　・鉄材
　・廃プラ

▲ 事務所関連廃棄物の削減

▲ ダンボールは分別し、
　古紙再生業者に引取実施

▲ 鉄材は再生業者へ持込

▲ 廃プラ圧縮し、リサイクル業者に
　持ち込む

▲ 製造工程で発生する
　木材屑（プレナー屑等）は
　自社内ボイラー燃料として熱回収
　及び循環資源として再生利用

17.7%
削減

廃棄物
（t）

木材（プレナー屑） 0 0 ─
▲ 廃プラスチックが

　再利用品として販売できない
　状況が継続。
※事務所の一般廃棄物は
　工場関連（その他）に
　含まれています

目標
未達
╳

▲ 現状活動の維持

▲ 廃プラスチックの
　再利用先を探す

工場（鉄） 0 0 ─

廃プラ
55.9 49.7 11.1%

工場関連（その他）

廃棄物計（t） 55.9 49.7 11.1%

生産量（t） 11,204 8,967 ─

廃棄物量/生産量（t） 0.0050 0.0055 ‒11.1%

総
排
水
量

削
減

▲ 人工乾燥作業の生産性向上

▲ 事務所節水の徹底

▲ 蒸気配管バルブの開閉を
　夏・冬で見直し実施

▲ ボイラーの運転時間を
　夏・冬で見直し実施

▲ 人工乾燥に使用していた蒸気を
　ボイラーの給水タンクにもどす

13.8%
削減

総排水量（m3） 2,485 1,612 35.1%

─
目標
達成
◎

▲ 現状活動の維持生産量（t） 11,204 8,967 ─

生産量あたり使用量（m3/t） 0.222 0.180 18.9%

化
学
物
質

使
用
量
削
減

▲ 接着剤の使用量を把握し、
　生産量あたりの
　接着剤の使用量を維持する

▲ 毎月の接着剤の購入量と
　在庫を管理

生産量あたり
の接着剤の
使用量を
維持する

総量（t /年） 203 180 ─

─
目標
未達
╳

▲ 現状活動の維持生産量（t /年） 11,204 8,967 ─

生産量あたり使用量（t /t） 0.018 0.020 ‒11.1%

グ
リ
ー
ン

購
入

▲ 環境配慮製品購入の推進

▲ 資材および物品購入時に
　環境配慮製品の購入を検討する 5件 件数（件/年） - 5件（以上） ─ ─

目標
達成
◎

▲ 現状活動の維持

環
境
配
慮

製
品

▲ 木質建材生産量において、
　国産材の利用を推進する

▲ 国産材の使用割合を測定して
　達成度合いを監視する

木質建材
生産量に
おいて、
国産材の
割合を
23.5%以上

木質建材（国産材）の
生産量（m3/年） 1,668 8,013 ─

─
目標
達成
◎

▲ 2022年度より
　国産材比率が
　増加しました。

木質建材全体の
生産量（m3/年） 24,072 19,430 ─

国産材使用割合（%） 6.9 41.2% ─

4. 田原本工場

DOPLAN CHECK ACTION

活動の評価基準 ： ◎総量、生産量あたり共に目標達成　○総量、生産量あたりどちらかで目標達成　╳総量、生産量あたり共に目標未達

環
境
経
営
目
標
・
実
績
・
評
価

3
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5. 五條工場＋児玉工場

項目 計画 実行 目標 内訳（単位）
基準

2022年
（53期）

2024年
（55期） 削減率 理由 活動の

評価 改善

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

購
入
電
力
削
減

▲ 生産性向上による
　購入電力の削減を図る

▲ 機械の生産性を上げ、
　生産の効率化を図る

▲ 電灯の節電を実施
‒29.5%
削減

購入電力（kWh） 900,987 771,164 14.4%

▲ 新規にプレカット加工機を
　導入し、生産量の増加により
　排出量が増加しました

目標
達成
◎

▲ 各生産設備の
　生産性を上げることで
　生産量あたりの
　二酸化炭素排出量を
　削減する施策を継続する

二酸化炭素排出量（kg-CO2） 411,214 336,144 18.3%

生産量（t） 8,701 8,482 ─

二酸化炭素排出量/生産量 47.3 39.6 16.1%

化
石
燃
料

使
用
量
削
減

▲ 「エコドライブ」を推進し、
　アイドリングストップに努める

▲ 省エネ運転を励行する

▲ 人工乾燥の効率化を図る

▲ 朝礼等での啓蒙

▲ フォークリフトに啓蒙表示
‒29.5%
削減

二酸化炭素排出量（kg-CO2） 192,310 262,020 ‒36.2% ▲ 受注増により、人工乾燥に
　使用する灯油の量が増加した

▲ 新規乾燥設備
　（灯油ボイラー使用）が
　本格稼働しました

目標
未達
╳

▲ 天然乾燥の期間を確保する
　ことで木材の水分量を
　少なくして人工乾燥時時間
　を短くし灯油の使用量を
　削減する施策を継続する

生産量（t） 8,701 8,482 ─

二酸化炭素排出量/生産量 22.10 30.89 ‒39.8%

廃
棄
物
排
出
量
削
減

分
別
に
よ
る
再
資
源
化
の
推
進

▲ 廃棄物の分別・再資源化
　・鉄材
　・廃プラ

▲ 事務所関連廃棄物の削減

▲ ダンボールは分別し、
　古紙再生業者に引取実施

▲ 鉄材は再生業者へ持込

▲ 廃プラ圧縮し、リサイクル業者に
　持ち込む

▲ 製造工程で発生する
　木材屑（プレナー屑等）は
　自社内ボイラー燃料として熱回収
　及び循環資源として再生利用

‒16.2%
削減

廃棄物
（t）

工場（鉄） 0 0 ─
▲ 透明な廃プラの資源化は

　継続中
※事務所の一般廃棄物の排出は
　非常に僅かの為算入していません

目標
達成
◎

▲ 現状の活動を継続する

廃プラ
8.5 7.3 14.1%

工場関連（その他）

廃棄物計（t） 8.5 7.3 14.1%

生産量（t） 8,701 8,482 ─

廃棄物量/生産量（t） 0.0010 0.0009 11.9%

総
排
水
量

削
減

▲ 人工乾燥作業の生産性向上

▲ 事務所節水の徹底
※五條工場ではラミナ（製品を
　構成する板材）を乾燥するための
　ボイラーに水を使用している。

▲ 水道水使用量を毎月確認する

▲ 人工乾燥の前に天然乾燥を
　十分することで
　ボイラー使用水を削減する

▲ 人工乾燥時の木屑焚きボイラーの
　蒸気を効率運用する

‒5.7%
削減

総排水量（m3） 3,376 3,186 5.6%

▲ 生産量が増えた分の材料を
　乾燥するため
　水の使用量が増加しました

▲ 新規乾燥設備
　（灯油ボイラー使用）を
　設置・稼働を開始しました

目標
達成
◎

▲ 人工乾燥の前に
　天然乾燥を十分することで
　ボイラーの稼働時間を
　削減する

▲ 人工乾燥時の
　木屑焚きボイラーの蒸気を
　効率運用する

生産量（t） 8,701 8,482 ─

生産量あたり使用量（m3/t） 0.388 0.376 3.2%

化
学
物
質

使
用
量
削
減

▲ 接着剤の使用量を把握し、
　生産量あたりの
　接着剤の使用量を維持する

▲ 毎月の接着剤の購入量と
　在庫を管理

生産量あたり
の接着剤の
使用量を
維持する

総量（t /年） 52.764 45 ─

─
目標
達成
◎

▲ 現状の運用を維持する生産量（t /年） 8,701 8,482 ─

生産量あたり使用量（t /t） 0.006 0.005 12.5%

グ
リ
ー
ン

購
入

▲ 環境配慮製品購入の推進

▲ 資材および物品購入時に
　環境配慮製品の購入を検討する 5件 件数（件/年） ─ 5件（以上） ─ ─

目標
達成
◎

▲ 現状活動の維持

環
境
配
慮

製
品

▲ 木質建材生産量において、
　国産材の利用を推進する

▲ 国産材の使用割合を測定して
　達成度合いを監視する

木質建材
生産量に
おいて、
国産材の
割合を
23.5%以上

木質建材（国産材）の
生産量（m3/年） 3910.6 3418.6 ─

─
目標
達成
◎

▲ 2024年度は目標達成木質建材全体の
生産量（m3/年） 3910.6 3418.6 ─

国産材使用割合（%） 100.0 100.0% ─

DOPLAN CHECK ACTION

活動の評価基準 ： ◎総量、生産量あたり共に目標達成　○総量、生産量あたりどちらかで目標達成　╳総量、生産量あたり共に目標未達

環
境
経
営
目
標
・
実
績
・
評
価

3
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S
D
Gs
活
動

4 当社は下記の活動を通してSDGsに取り組んでいます。

環境経営方針
事業活動

SDGs
目標 活動内容

木を活かす企業

ペレットを製造販売して、
化石燃料の使用量削減に貢献します。

木材の効率的な利用とスマートモデューロで
木材の特性を活かし自然と調和した生活を提案します。

集成材の製造の際に、短材などの手間のかかる材を
積極的に利用して、森林資源減少に努めています。

二酸化炭素
排出量削減

生産性を向上させて、単位当たりの電力使用量を
削減することでエネルギー効率の改善に寄与します。

従業員参加のTP活動により、生産技術を磨き
生産性向上に寄与します。

二酸化炭素排出量を削減することで、
気候変動の緩和に努めます。

廃棄物削減

生産に係る化学物質や廃棄物の管理を実現し、
排出量を削減しています。

ペット、プラ類の分類・リサイクルすることで
海洋汚染防止を防ぎます。

ペーパーレス化と製品の歩留り向上により
森林資源の減少に寄与します。

総排水量削減 発生させた蒸気を回収して、
水の使用量削減に貢献します。

環境経営方針
事業活動

SDGs
目標 活動内容

環境に配慮した
原材料の使用

国産材の利用を推進することで
国の政策を支援しています。

合法木材を利用することで、
持続可能な森林経営ならびに木材の循環に
貢献しています。

環境教育
環境教育はもとより、ISO活動、TP活動においても
個々のスキル向上、多能工化や部署成長の取組を通じて
社員教育を実践しています。

安全・作業環境

従業員の安全、健康を実現するために、
作業環境の改善に努めています。

女性の働きやすい作業環境を作っています。

誰でも作業できるよう現場設備の改善を進めています。

事業創造・
社会貢献

部活動などの福利厚生の充実により企業価値を高め、
雇用を確保して事業創造・継続をします。

国内外のスタートアップ企業に投資し
最先端テクノロジーを自社の経営に活かしたり、
技術革新の基盤構築に向け積極的に対応しています。

すべての
事業活動

国内外のサプライヤーと協調しながら
事業を行っています。

SDGsの活動内容 
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4
SDGs委員会の活動

当社ではSDGs委員会を発足し、社内向けに情報発信を行っています。

委員会で作成した資料や動画をLINEWORKSを用いて社内へ共
有しています。

昨年は、熱中症対策や寒さ対策、廃棄物の分別について配信を行いま
した。

従業員全体のSDGsに対する意識を向上させて、社会貢献へと繋げて
いけるよう引き続き情報発信を行っていきます。

社内啓蒙活動

LINE WORKS トーク画面

熱中症対策についての資料

廃棄物の分別についての動画
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4
産学連携

イノベーションの推進

当社では大阪公立大学と
産学連携プロジェクトを発
足し、集成材の利用拡大に
向けて研究をしています。

強度の実験やログハウス
の組み立てを実際に行い、
様々な可能性にチャレンジ
しています。

研究だけでなく、ログハウスのコンペティションを昨年に引き続き今年も
開催しました。

10組以上のチームが参加し、最優秀案には賞品が贈られました。産
学連携を通じて、当社では様々な角度からの意見を取り入れています。
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社会貢献

S
D
Gs
活
動

4
天井スポットクーラー設置小学生ドッチボール大会への協賛

当社では、「吉銘カップ」として小学生ドッヂボール大会へ協賛し、地
域社会への貢献活動をしています。県内各地から20チーム、総勢約
200名が参加し、各チーム全国大会への出場を目指して白熱した試
合が繰り広げられました。

近い将来、参加者から奈良
の材木に携わる人材が出て
くれることを期待します。

2024年夏、五條工場に天井
スポットクーラー設置。

工場の様に大容量の空間
を全て空調で冷やすとなると
時間やコストが掛かってしま
うため、作業者だけをピンポ
イントで冷やし快適に作業
ができます。

木材関連の工場は空調が無く、作業環
境がきついイメージですが、吉銘では従
業員に快適に作業を行っていただける
ように空調ベストを支給しています。

安全・作業環境

スポットクーラーの風量の調整も可能。
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4 社内コミュニケーション

社内クラブ ゴルフ部の活動

吉銘は、今年も飛鳥RUN×2リレーマラソンに参加しました。

今年は1チーム10人の4チームで参加し、応援を含め50人以上が参
加しました。

皆全力で走り切り、4チームとも無事完走することができました。

地域イベントに参加・健康増進

飛鳥RUN×2リレーマラソンは、2014年から開催され今年で10回
目になります。

吉銘ゴルフ部は2024年に発足
し、現在23名の部員が在籍して
おり、初心者の方もいます。

24年度は練習ラウンドと吉銘コ
ンペを行い、より良い成績が出
せるよう毎月2回程度の練習を
行っています。

仕事では接点の無い他部署と
の交流を深めることができ、皆
楽しく活動をしています。

吉銘では体を動かすことによる、
健康促進・増進、体力の向上な
どを目的として、地域イベントや、
部活動に力を入れています。

社内コミュニケーション
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環
境
関
連
法
規
へ
の
違
反
、訴
訟
等
の
有
無

5
当社に関連する環境関連法規と遵守状況は次の通りです

環境関連法 主要な設備等 遵守状況

本社・新住工場 田原本工場 五條工場 児玉工場

大気汚染防止法 ボイラー ─ ○ ○ ─

騒音規制法 木材加工機　コンプレッサー ○ ○ ○ ─

振動規制法 コンプレッサー ○ ○ ○ ─

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 産業廃棄物 ○ ○ ○ ○

消防法 木材加工品　木屑 ○ ○ ○ ○

化学物質排出把握管理促進法（PRTR法） 第1種指定化学物質 ─ ○ ○ ─

フロン排出抑制法 業務用エアコン　エアドライヤー ○ ○ ○ ○

自動車NOx・PM法 トラック ○ ─ ─ ─

○：遵守
△：申請中
 ─：非該当
╳：未遵守

全事業所において過去3年間、関係当局より違反の指摘はありません。総括
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代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
と
見
直
し
・
指
示

6
当社は緑豊かな地で創業して以来木材に携わり、

大自然の恩恵を受けて成長してまいりました。

行動指針の通り、大自然から受けた恩恵である木材を

人間の知恵をもって最大限に余すことなく有効に利用することを

常に心掛けて活動しています。

今期の取組につきましては、全ての項目で全社目標を達成しました。

生産量（販売量）あたりにおいては未達となっておりますが、

来期は生産量当たりで環境目標を達成するよう、

引き続き現体制にて活動致します。

これからも従業員一人一人の環境への意識向上はもとより、

生産性向上による資源の省力化・エネルギーの効率利用を目指しながら、

持続可能な社会実現に貢献できるよう

引き続き企業活動に邁進して参ります。

次回の環境レポートは2026年3月の予定です。

2025年3月3日

代表取締役社長

項目 見直しの有無 変更・理由

環境経営方針 変更なし ─

環境目標・計画 変更なし ─

実施体制 変更あり 来期桜井工場を追加


